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ＴＯＣ 水道水および井戸水の測定 

１．測定の概要 

水道水は、水道法第 4 条に基づく水質基準として 50 項目の検査項目が設定されており、各水道事業

所等による検査が義務づけられています。その検査項目の一つとして TOC が設定されており、TOC

の水質基準値は 3mg/L 以下と規定されています。 

本稿では平沼全有機炭素測定装置 TOC-2300 を用いて、水道水と井戸水の TOC を測定した例をご

紹介します。 

２．装置構成および試薬 

（１）装置構成 

    平沼全有機炭素測定装置 TOC-2300 

（２）試薬 

① 酸化チタン反応液 

② 0.01mol/L 過塩素酸溶液 

60％過塩素酸（関東化学(株)製 特級)を 1000 倍に希釈して調製します。 

③ 100mgC/L フタル酸水素カリウム（以下、KHP と略記します）標準液（原液） 

KHP 標準物質（関東化学(株)製 容量分析用標準物質）0.1063ｇを純水に溶解して 500mL

に調製します。 

④ 0.5mgC/L KHP 標準液 

100mgC/L KHP 標準液を 200 倍に希釈して調製します。 

⑤ 1mgC/L KHP 標準液 

100mgC/L KHP 標準液を 100 倍に希釈して調製します。 

⑥ 2mgC/L KHP 標準液 

100mgC/L KHP 標準液を 50 倍に希釈して調製します。 

３．測定手順 

① ブランク水（KHP 標準液の調製に使用した水）、0.5、1、2mgC/L KHP 標準液による 4 点

検量線を作成後、水道水 2 検体、井戸水 1 検体を測定します。検量線ファイル、コンデ

ィションファイル、およびサンプルファイルを設定します。各ファイルの条件設定例を

次ページに示します。 

② 各ポート No.のサンプルチューブに、以下の溶液をセットします。 

・ポート No.1：ブランク水（KHP 標準液の調製に使用した水） 

・ポート No.2：0.5mgC/L KHP 標準液 

・ポート No.3：1mgC/L KHP 標準液 

・ポート No.4：2mgC/L KHP 標準液 

・ポート No.5：水道水 1 

・ポート No.6：水道水 2 

・ポート No.7：井戸水 

③ 「測定開始」ボタンをタッチし、測定を開始します。 



 

４．測定条件例および測定結果 
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       コンディションファイル            サンプルファイル 

 

 

 

試料名 
試料量 

測定回数 
測定値 

統計計算 
(mL) (mg/L) 

  1 0.831  平均値 ： 0.837  mg/L 

水道水 1 5 2 0.822  標準偏差： 0.019  mg/L 

  3 0.859  変動係数： 2.30  % 

       

  1 0.947  平均値 ： 0.951  mg/L 

水道水 2 5 2 0.964  標準偏差： 0.011  mg/L 

  3 0.943  変動係数： 1.17  % 

       

  1 0.219  平均値 ： 0.224  mg/L 

井戸水 5 2 0.225  標準偏差： 0.004  mg/L 

  3 0.227  変動係数： 1.86  % 
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５．摘要 

（１）測定方法について 

TOC-2300 は「IC/TOC 逐次測定法」という方式で TOC を測定しています。本法は IC（無機炭素）

が完全に除去された点（終点）を検出したのち TOC を測定するため、正確な TOC を測定することが

できます。特に本試料のような水道水や井戸水は IC が TOC に比べて非常に多く含まれているため、

一般的な差し引き法（TC から IC を減算して TOC を算出する方法）では測定誤差が大きくなります。

「IC/TOC 逐次測定法」は、本試料のような IC を多く含む試料でも TOC を正確に測定することがで

きる優れた測定方法です。 

 

（２）測定装置システムについて 

本測定は、ブランク水を含めた合計 4 種類の標準液による検量線の作成と、試料 3 検体の測定を連

続的に行ないました。TOC-2300 は試料採取ポートが 7 ポートありますので、本件のように異なるサ

ンプルを 7 種類まで連続測定することが可能です。また、検体数が多い場合は、最大 60 検体まで測

定可能なサンプルチェンジャを接続することも可能です。 

 

（３）測定上の注意点について 

有機物はあらゆる場所に存在しますので、TOC を測定するときは外部からの有機物の汚染に常に注

意する必要があります。例えば試薬調製に使用する器具や純水の汚染、周囲の環境（有機溶剤等を使

用していないこと）などを注意することによって、より正確な測定を行うことができます。 
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